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 港新聞が閲覧できる場所  
港図書館(弁天 2-1-5),港区民センター(弁天 2-1-5),弁天町市民学習センター(弁

天 1-2-2-200),各銭湯(朝日湯除く),港区在宅サービスセンターひまわり(弁天

2-15-1),築港地域在宅サービスステーション(築港 2-4-16),港スポーツセンター

(田中 3-1-126),ほのぼの休憩所(八幡屋商店街内),石炭倉庫(波除 6-5-18),シネ･

ヌーヴォ(西区九条 1-20-24),韋駄天尊(繁栄商店街内),珈琲館隠岐(磯路 3-25-6) 
 

 
 

―・―・―・―・―・―・―・  ゆ う や け  ・―・―・―・―・―・―・―
★｢また防災か…｣と思われるかもしれません

が、東日本大震災から２年ということもあり、

あえて今号も防災を前面に出しました。天保

山第五コーポの避難訓練(1 頁)でも、区役所

主催の防災フォーラム(4 頁)でも、東日本大

震災発生時の生々しい体験が当事者の口から

語られ、改めて胸を打ちました。そしてどち

らの語り手も結びに発したのが「この犠牲を

無駄にすまい」「しっかりした備えこそが犠牲

に報いる道」という決意でした。まさに「国

破れて山河在り」、そして、山河崩れても人在

り。戦争にも自然災害にも、そして最後の敵

である原発災害にも、どれほど時間がかかろ

うと、日本は、日本人は、打ち克つでしょう。 

★その大震災の被害者との意外な出会いに驚

かされたのが「障害者面接会」(12頁)でした。

聾唖者であるその青年は福島県で被災し、｢お

前は若いから放射能の影響が心配だ｣と家族

に説得されて関西へ越してきたとか。幾重に

も重なる苦しみを背負いながら、快活に対応

してくれた真摯な姿が忘れられません。 

★その道の第一人者が発する言葉には何とも

言えぬ味があります。「なにわの名工」に選ば

れた室田大祐さんへの単独インタビュー(35

頁)。日本料理の楽しさ、奥深さ、そして究極

の目標とは―。２回に亘ってお楽しみ下さい。 
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